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　このコーナーは、毎月一人のＮＰＯの代表者を取り上げ、
　その活動やこれからの目標について思いを熱く語っていただくコーナーです♪

ピックアップんぽ
　　　　　　   登録番号99　水と緑の環境フォーラム・ものう
                                                          副会長  　千葉　和宏さん

【団体の紹介】
平成13年に、川に関わる活動をしている様々な人たちが集まり、
発足しました。
「地域の歴史や文化を尊重しながら、北上川に囲まれた桃生町の豊か
な自然資源の活用や再発見を通し、住民参加の地域づくり活動を推進
すること」を目的とし、活動を行っております。
メインの活動として、北上川川遊び体験と「川ガニ・新そばを食べなが
ら北上川を語る会」を行っています。他にも、小学校の授業で行う
「サケの放流」や総合学習への協力、川の達人養成講座「リバーマスター
スクール」、岩手と宮城の子ども交流会、船着場の周辺や川沿いの清掃
など様々な活動を行ってきました。

【活動の内容】
毎年行っている「北上川川遊び体験」は、丸太で組んだイカダに乗り、
脇谷閘門～植立山公園まで約3時間、旧北上川を下っていく活動です。
石巻はもちろん、仙台や登米などからも年齢を問わず毎年多くの
ご参加を頂いています。
使用するイカダは、スタッフが木の伐採から組み立てまで全て行い、
幅4ｍ、長さは参加人数に応じて作ります。数年前には岩手と宮城の
子どもが交流する催し物で、長さ48ｍの特大イカダを作成し、なんと
130人で乗ったこともあります。

安全のためにライフジャケットを装着し、イカダに乗って川を下りなが
ら、カヌーやシーサイクル（水の上を自由に遊ぶことができる足漕ぎ
ボート）、ミニイカダやボートなどいろいろな乗り物体験を楽しみます。
途中の浅瀬では、実際に川の中に入って浮かんだり、泳いだり、砂を掘
っている子どももいます。景色を楽しみながら、陸では見ることのできな
い水中のメダカや小ガニなどの生物、シラサギやカモなどの鳥を観察
することも出来ます。
ゴールに着いてからは、毎回みんなで流しそうめんを楽しんでいます。

川遊び体験では、子どもたちに普段出来ない体験を楽しんで欲しいという
思いのほかに、直接川で遊ぶことで環境について知ってほしいという願い
があります。今の子どもたちは、川は危ないところだからむやみに近づいては
いけないと教えられていて、実際に遊ぶ機会があまりありません。川で遊ぶと、
ペットボトルや不法投棄されたゴミなどを実際に目にすることがあります。
川の水が汚れると、そのゴミはいずれ海に流れ出て、飲み水や魚にも影響が
出ます。遊びを通じて「川は自分だけのものではなくみんなのものだから、
汚してはいけない」と感じて欲しいです。
 
もう一つは、「川ガニ・新そばを食べながら北上川を語る会」の開催です。
このイベントは毎年、流域で活動している様々な方を講師にお迎えし、川下
りの体験談や北上川にまつわるお話などをいただいた後、季節の川ガニと
桃生の新そばを食べながら、参加者同士自由に川談義等をするものです。
桃生の新そばは、そば愛好会の方々にその場で打って茹でてもらい、他にも
カニのはっと汁やきのこ汁などその年の食材が振舞われます。
今年も11月上旬に開催予定ですので、是非お気軽にご参加下さい。

これからも毎年活動を継続し、次世代の子どもや大人に川や地域の魅力を
伝えていきたいです。
北上川での川遊び体験を通して、自然環境や歴史を学ぶきっかけになって
ほしいと思います。

水と緑の環境フォーラム・ものう
連絡先：0225-76-1083
スタッフブログ「北上川で遊ぼう」：http://blog.livedoor.jp/a256278922/
☆11月上旬に「第19回 川ガニ・新ソバを食べながら北上川を語る会」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催予定です☆
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助成金情報

今月もんぽん舗を読んでくださりありがとう
モグ～。いよいよ9月になりましたね。
先月はトリプル台風で、大変な被害を受けた
地域もたくさんありました。異例の進路をた
どり、行ったり来たりし被害を大きくした台
風10号は、台風の長寿記録を46年ぶりに更
新したそうです。あまりうれしくないけど。

気ぃはんねぇでやってみっぺ

パパによるパパのための「パパ×まちづくりプロジェクト」第1弾！
これからパパになるかた、子育て中のパパがユルくつながるセミナー。
子育てもまちももっと楽しくなる。話題提供に先駆者西川さん。
◎おみやげあり（木のおもちゃ）・交流会軽食あり

●日時：9月30日（金）19時～21時（予約9月28日まで）　
●料金：無料　
●会場：子育てひろば「スマイル」（石巻市蛇田字土和田19-11）
●対象者：子育て中のパパどなたでも（定員20名）
●問・申込み：0225-24-8304・080-2826-2351（荒木） 
●主催：石巻市/石巻市委託父子手帳強化業務　
ＮＰＯ法人ベビースマイル石巻＠いしのまきパパチーム「Ｉ・Ｋ・Ｏ」　

8月21日（日）雲雀野中央埠頭にて「第15回港湾感謝祭」が開催されました。
今回は、地球深部探査船「ちきゅう」と東北海洋生態系調査研究船「新青丸」が
寄港予定でしたが、台風7号の避難時に発生した機器トラブルの修理作業に
より残念ながら「新青丸」が寄港できなくなりました。
地球深部探査船「ちきゅう」はマントルや巨大地震発生域への大深度掘削を
可能にする世界初のライザー式科学掘削船で、ひと目見ようと内部見学には
たくさんの人が列をなしていました。
全長２１０メートル、船底からの高さは１３０メートルもあるとても大きな
船で、ビルで言うと８階の高さくらいまで登ることができ、遠くの景色まで
楽しむことができました。
船の前では、風船の無料配布や子ども縁日、たくさんの屋台が軒を連ね、
親子連れが楽しんでいる姿が見られました。

Eyes 4th Future　in石鳳祭

女性の社会参画支援スクールEyes for Futureﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ4期受講生による出店。
フラダンスショー＆体験、健康体操、多肉植物WSやアロママッサージ、リンパケア、
お顔のコリとり、エンジェルカード、アーティフィシャルフラワーWSなどが楽しめます。 　

●日時：10月8日（土）10時～15時
●場所：石巻専修大学　石巻市南境新水戸１
●主催：Eyes ４th　Future
●共催：石巻復興支援ネットワーク　ランコム　石巻市
●お問い合わせ：
石巻復興支援ネットワーク 0225-23-8588（担当）小野

新規登録団体のご紹介
登録団体165
一般社団法人 シャロームいしのまき

精神障がい当事者（発達障がいも含む）及びその家族並びに
その支援者等が集い「精神障がいを抱える誰もが自分の
悩みや苦労を担う主人公になるために、自らの苦悩を語り
合い、心の健康を目指すとともに石巻地域の活性化のため
に起業することを目的とする。

・自立支援に関する事業　　　　・クッキーの製造及び販売
・定期的なミーティング・当事研究
・講演会・セミナー及び勉強会
・被災し再建した企業の水産物・水産加工品の販売支援活動

ＳｅＲＶ宮城

登録団体166

日本国内外の緊急時における災害救援ボランティ
ア活動及び通常時における様々な対社会的ボラン
ティア活動を行う為の組織である。

・災害救援活動
・地域との連携
・地域融和の活動
・各種の勉強会・訓練

登録団体167
公益財団法人　共生地域創造財団

生命を最も大切にすることを原点に、人と人とが助け合い、
支え合い、補い合う共生の地域づくりを通して、支援を必要
とする人々の自立に寄与することを目的とする。

・石巻市における生活困窮世帯の相談と就労訓練事業
・家計相談事業、住居確保の為の支援
・フードバンク活動を通し石巻市内において余剰食品の
　寄贈を市民より受け、福祉施設や生活困窮世帯へ配布
・ホームレス支援

登録団体168
一般社団法人　おしかの学校

東日本大震災からの復興に寄与するため、被災地の
子どもたちを応援する。各種イベントの主催または
支援、地元雇用を促進する事業の支援。子供達や
障がいを持った方が安心に暮らせるための活動。

・地域のイベント
・インバウント目的の観光誘致

支援学校卒業後に通える、医療ケアが受けられる
場所が少ないため、その選択肢のひとつになれば
いいと思った。また、卒業後は保護者が情報を得ず
らい状況に陥りやすいので、社会と連繋できるよう
にする。
・重度心身障害者のデイサービス
・障害児者のレスパイト
・保護者の交流
・ミニデイサービス

登録団体169
特定非営利活動法人　
       髙橋園　みっちゃんち

助成金情報
●公益信託仙台銀行まちづくり基金
◇申込期間
平成28年4月1日から平成28年9月30日まで
◇対象事業
宮城県内におこる「まちづくり」に必要な環境整
備などの活動や調査研究で次のいずれかに該
当するものとします。
なお、東日本大震災からの復旧・復興支援活動
に関する助成申請を含みます。
(1)快適で文化的なまちづくりに必要な環境整備
などの実践活動
(2)まちづくりのために必要な調査、研究、情報
提供を行う活動
(3)その他まちづくりの目的を達成するために
必要な事業
◇助成対象期間
平成29年1月～平成29年12月の間
◇助成金額　１件当りの助成金限度額 30 万円
 お問合せ：公益信託仙台銀行まちづくり基金係
TEL 022－224－1144（受付：平日 9 時～17 時）

8月はいくぶん利用者さんがすくなかった
オフィスも、9月に入ってからは、だんだん
忙しくなってきました。
これから秋にかけてイベントシーズンです
オフィスでもかき氷機やポップコーン機の
貸出を引き続き行っているから、ぜひ利用し
てほしいモグよ～♪ではまた次回～♪


